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能登半島地震を受けての生活環境やくらし向きの変化について

年代 地域
生活環境
やくらし向
きの変化

記述

35歳未満 坂井 変わった 子どもがいるため、避難準備をするようになった

35歳未満 坂井 変わった 災害に備えて備蓄を考えるようになった。

35歳未満 坂井 変わった 防災グッズを家の非常口におきました

35歳未満 奥越 変わった いつ地震がきてもおかしくないため、普段から災害対策をしないといけないと思った。

35歳未満 福井市 変わった 石川健さんを買うようにしている。少しでも貢献できれば。

35歳未満 福井市 変わった
こんなに強い揺れを感じたのは初めてだった。災害を身近に感じたし恐怖心もあった。防災グッズの大切さ（食
料を含めて）を感じたので見直した。今後も半年に１回ほどは確認していきたい。

35歳未満 福井市 変わった 防災グッズをそろえ、日中に何かあった時の家族の集合場所を決め、防災意識が高まった。

35歳未満 福井市 変わった 防災を意識するようになった

35歳未満 福井市 変わった 水などの備蓄を少し考えるようになった。防災の講習会へ行った。

35歳未満 福井市 変わった 仕事で輪島災害復旧へ携わることがあり、 日頃からの防災意識が大切であると強く感じた

35歳未満 福井市 変わった 食品ロスを防ぐために好き嫌いをせず生活していることと贅沢はできるだけ避けている

35歳未満 福井市 変わった 石川にある取引先からの注文が大きく減少した。

35歳未満 丹南 変わった 家の中の防災や非常用持ち出し袋の見直しをした。災害時の家族の行動について、家族で話し合った。

35歳未満 丹南 変わった
子どもが地震に敏感になった。地震と聞くと「石川県の・・・」や「１月１日の・・・」徳地にする。被害はなかった
が、記憶には残ってしまいました。動画サイトでも、ずっと地震のサイレンなどを聞いていて、少し心配な時があ

35歳未満 丹南 変わった 災害を身近に感じるようになった。

35歳未満 丹南 変わった 備蓄をより意識するようになった

35歳未満 丹南 変わった 避難用具の用意を行う

35歳未満 丹南 変わった 防災、備えへの意識が変わった。

35歳未満 丹南 変わった 防災グッズをそろえたいと思った。

35歳未満 丹南 変わった 災害について意識するようになり、防災グッズを用意した。

35歳～45歳未満 坂井 変わった 防災について考えることが多くなった。

35歳～45歳未満 奥越 変わった 職場が病院のため、出向している同僚もいるため、業務負担が増えた

35歳～45歳未満 福井市 変わった 石川に頻繁に行かなくなった

35歳～45歳未満 福井市 変わった 行動にまではうつせていないが、意識が少しずつ変わってきている。

35歳～45歳未満 福井市 変わった 地震の備えの意識が強くなった。

35歳～45歳未満 福井市 変わった 非常食や保存水を人数分準備する。災害があったときにどこへ集まるか家族と共有する。

35歳～45歳未満 福井市 変わった 防災意識が強くなった。色々用意した。

35歳～45歳未満 福井市 変わった 防災について考えるようになった

35歳～45歳未満 福井市 変わった 実家が被災した

35歳～45歳未満 丹南 変わった 石川を応援する買い物をするようになった。

35歳～45歳未満 敦賀 変わった 防災についての意識が変わった。いろいろと備蓄しておかなくてはいけないと感じた。

35歳～45歳未満 敦賀 変わった 防災への意識が高くなった

35歳～45歳未満 敦賀 変わった 保存食を家に置くようになった。高いものは買うのを控えるようになった。

35歳～45歳未満 敦賀 変わった 保存のきく食べ物のストックを増やすようになった。

35歳～45歳未満 小浜 変わった
同じ北陸での大地震で、他人事には思えません。（避難したので怖かった）小さな子どももいるので、家族で避
難物品の確認を行いました。

35歳～45歳未満 小浜 変わった 食べ物や、いろいろと不自由にされている方のことを思うと、食品ロスなどいろいろ考えるようになった。

35歳～45歳未満 小浜 変わった 保存食品を備えておこうと思うようになった

45歳～55歳未満 坂井 変わった 災害の時に必要な備品をそろえた

45歳～55歳未満 坂井 変わった 災害物品を買った。

45歳～55歳未満 坂井 変わった 鮮魚が手に入りにくくなった気がする

45歳～55歳未満 坂井 変わった 長男が国防側のため、災害派遣に出ている。任務に就いているので心労がある。

45歳～55歳未満 坂井 変わった 防災グッズを買い揃えた

45歳～55歳未満 坂井 変わった より身近に感じた。罹災したため、さらに保険の見直しが必要だと思った。

45歳～55歳未満 福井市 変わった 石川県産（能登産）を買うようになった

45歳～55歳未満 福井市 変わった 物価が上がり収入は変わらないので、生活費に余裕がない。

45歳～55歳未満 福井市 変わった
防災グッズを買い足したり、節水を心掛けたり、そういった意味では変わりましたが、被害がなかったのでくらし
向きは変わりません。

45歳～55歳未満 福井市 変わった 身近に感じ、他人事ではなかった。自分たちも地震に備えていろいろ準備しようと思ってグッズを購入した。

45歳～55歳未満 福井市 変わった 用意とか考えるようになった。

45歳～55歳未満 福井市 変わった 防災用品を用意するようになった

45歳～55歳未満 丹南 変わった
改めて地震の怖さを感じ、ニュースなどを見て被災された方々を思うと心が痛みます。備蓄をしたり、子どもたち
と話したり、意識が少し変わりました。

45歳～55歳未満 丹南 変わった いつ地震が来てもおかしくないと思ったから。

45歳～55歳未満 丹南 変わった 主人の仕事が忙しくなった（仕事量が増えた）

45歳～55歳未満 丹南 変わった
なるべく保存ができるものを少しずつ用意している。いつ何が起きるか分からないし、福井も地震で揺れて怖
かったから・・・と。未だに食事が十分に取れないと耳にした。

45歳～55歳未満 丹南 変わった 備蓄できるものを安いときに購入することが増えた。安全対策物も購入を考えるようになった。

45歳～55歳未満 丹南 変わった 普段の生活のありがたみを感じながら生活する

45歳～55歳未満 丹南 変わった 水、電気、大事に使おうと思った

45歳～55歳未満 丹南 変わった 災害への備えをしたり、対策を考えたり、避難方法を家族で考えたりした

45歳～55歳未満 敦賀 変わった 寄付をしたかったのに、家の新築・引越しで出費がすごく、することが出来なかった。

45歳～55歳未満 敦賀 変わった 災害に対しての準備や安全性などを考えて、家計の負担ない程度に備蓄している
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45歳～55歳未満 小浜 変わった 次に起こった時の行動の意識が変わった。

45歳～55歳未満 小浜 変わった 普段の生活は変化しないが、原発や地震に対する心配が大きくなった。

45歳～55歳未満 小浜 変わった 防災グッズを買う

55歳～65歳未満 坂井 変わった 大きく揺れたので怖かった。能登の地震は他人事ではないと思う。

55歳～65歳未満 坂井 変わった 地震に備えていろいろ準備した

55歳～65歳未満 坂井 変わった 被災地支援の物を買う

55歳～65歳未満 坂井 変わった 防災に対する意識

55歳～65歳未満 坂井 変わった もしもの時のことは、と考えるようになりました。でも日が経つにつれて忘れているようです。

55歳～65歳未満 坂井 変わった より地震に対して考えるようになりました。

55歳～65歳未満 奥越 変わった 明日は我が身の思いが強くなり、防災・減災について日々考えています。

55歳～65歳未満 奥越 変わった 家族（姉）がいるから。被災者だから

55歳～65歳未満 奥越 変わった 行動には移せていないが、意識の中で、今できることとか、伝えたいこととかやっていきたいと思っています。

55歳～65歳未満 奥越 変わった 心配性になった。いつも不安。

55歳～65歳未満 奥越 変わった
ボランティアの意味？意義？を考えるようになった。普段の生活が当たり前ではない。感謝の気持ちを持つよう
になど。家族で話をすることが増えた。

55歳～65歳未満 奥越 変わった やはり生活用品の買い置きや家具の設置の準備をしておくこと

55歳～65歳未満 奥越 変わった 防災備蓄の徹底、すぐに取り出して逃げられるように玄関に整頓して置く。

55歳～65歳未満 福井市 変わった いざという時の備えや対策を話し合い、意識するようになった。

55歳～65歳未満 福井市 変わった 家族と災害時の対応を話し合った。防災備蓄品を買い足した。（防寒アルミシート、簡易トイレなど）。

55歳～65歳未満 福井市 変わった 近県での発生。避難用品の見直し。

55歳～65歳未満 福井市 変わった 災害に対して今一度準備等は充分かと再確認した。

55歳～65歳未満 福井市 変わった 地震対策を真剣にしようと思った。食品、防災グッズを買った。

55歳～65歳未満 福井市 変わった
自然災害が身近で起きて、災害に関して注意を払うようになり避難ルートの確認・備蓄の確保をするようになり
ました。

55歳～65歳未満 福井市 変わった 長女の嫁ぎ先が被災した。いろいろと全てが変わった。

55歳～65歳未満 福井市 変わった 東日本大震災の教訓で、非常用品を以前からそろえていましたが、再度チェックしなおしました。

55歳～65歳未満 福井市 変わった 非常時の必要なものを改めてチェックした

55歳～65歳未満 福井市 変わった 防災意識

55歳～65歳未満 福井市 変わった 防災グッズ、水など、備蓄を少し増やした

55歳～65歳未満 福井市 変わった 防災グッズをそろえるようになった

55歳～65歳未満 福井市 変わった 防災セット等の準備をした

55歳～65歳未満 福井市 変わった 防災について今まで以上に考えるようになった。特に、津波が来たときの行動を再確認した。

55歳～65歳未満 福井市 変わった 防災のグッズや情報に関心を持つようになった

55歳～65歳未満 福井市 変わった 防災についての意識ご高まった

55歳～65歳未満 福井市 変わった
友人の多くが石川富山にいるので避難生活のリアルな声を聞いて非常用バッグを用意したり家族で話し合いを
した。

55歳～65歳未満 丹南 変わった 家族で地震の話をするようになった。備蓄してそなえるようにした。

55歳～65歳未満 丹南 変わった 魚類が入ってこない

55歳～65歳未満 丹南 変わった 子どもが金沢に住んでいるので、地震の速報が流れるたびに心配になる

55歳～65歳未満 丹南 変わった 今後の災害に備えなければという意識が高くなった。

55歳～65歳未満 丹南 変わった 災害の時の非常食など、災害用品の準備をする

55歳～65歳未満 丹南 変わった 地震への備えをするよう考えるようになった。

55歳～65歳未満 丹南 変わった 備えの見直し、行動確認等。災害がとても身近であることを再認識しました。

55歳～65歳未満 丹南 変わった
日本中、どこに住んでいても経験するかもしれない。農済グッズは以前から準備していたが、さらに見直すよう
になった。

55歳～65歳未満 丹南 変わった 日頃のあたり前の生活に感謝しないと、と強く思いました。水、電気などのライフライン。

55歳～65歳未満 丹南 変わった 不安になった

55歳～65歳未満 丹南 変わった 防災の意識が高くなった

55歳～65歳未満 丹南 変わった 水を買った

55歳～65歳未満 丹南 変わった 水を常に備えている。

55歳～65歳未満 丹南 変わった 僅かですが、防災を意識し、ストック品を増やしました。

55歳～65歳未満 敦賀 変わった 自然災害を身近に感じるようになった。

55歳～65歳未満 敦賀 変わった 隣の県のことなので、他人事とは思えない。防災意識が高まった。

55歳～65歳未満 敦賀 変わった バイトがなくなった。収入減です。

55歳～65歳未満 敦賀 変わった
初めて大きな揺れを感じて危機感ガハンパない。恐怖感だけが残っている。いろいろ考えなければならないと
思うようになった。

55歳～65歳未満 小浜 変わった 明日は我が身で不安になった

55歳～65歳未満 小浜 変わった 家の不要なものを片付けする

55歳～65歳未満 小浜 変わった 玄関に防災グッズを置くようにした。家を出るときは、ガス、ブレイカー落とすなど、改めて考えた。

55歳～65歳未満 小浜 変わった
災害について深く考えさせられた。いつ何どき自分たちのくらしも大きく変わるかわからない、と水や常備食、
持って出る物の整理を始めた。

55歳～65歳未満 小浜 変わった 地震を身近に感じ、いろんな面で考えるようになった

55歳～65歳未満 小浜 変わった 少しづつ備蓄用品をそろえるようになりました

55歳～65歳未満 小浜 変わった 保存食を買った
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65歳以上 坂井 変わった お風呂のお湯を捨てないでおく

65歳以上 坂井 変わった 各自で安全なところへ行く。地区でまとまって行くと思っていたけど、津波のことを考えると。

65歳以上 坂井 変わった 瓦が落ちて雨漏りがした。家の壁が落ちてきた

65歳以上 坂井 変わった 気持ちが変わった。くらしは変わらない。非常持ち出し袋を買った。

65歳以上 坂井 変わった 寒い時期の災難はとても気の毒です。食料、その他の備蓄に気をつけています。

65歳以上 坂井 変わった
地震の被害はおかげ様でありませんでしたが、避難もしましたので、避難時に必要となるものを少しずつですが
準備しています。

65歳以上 坂井 変わった 地震はどこで起きるか分からないため（災害用品等は備えています）

65歳以上 坂井 変わった 少しでも能登地方のものを買っていきたい。また、少しでも義援金で応援したい。

65歳以上 坂井 変わった ちょうど浴室関連乗るフォームを考えて進めていたが、工事が大幅に遅れてしまう状態でした。

65歳以上 坂井 変わった 備蓄品を用意しようと思った

65歳以上 坂井 変わった 避難グッズを本気で用意しようと思った

65歳以上 坂井 変わった 日持ちの長いものを置くようになった（食品等）

65歳以上 坂井 変わった 防災グッズ置くようにした

65歳以上 坂井 変わった 防災の意識が身近なものとなり、常に備蓄を考えている。

65歳以上 坂井 変わった 防災用品の用意

65歳以上 坂井 変わった 防災用品を少しづつ買い足している。

65歳以上 坂井 変わった 水・食料の備蓄が増えた。

65歳以上 坂井 変わった
水の節約、防災用品の点検などに手を付け始めたが、時間がたつにつれて意識が弱くなっているようで反省し
ています。

65歳以上 坂井 変わった 水の大切さがわかった。

65歳以上 坂井 変わった 物が落ちてこない部屋に寝るようになった。

65歳以上 坂井 変わった 物を減らして所在の見直し。防災グッズの見直し

65歳以上 奥越 変わった
明日は我が身に起こるかもしれない、という思いから、地域の防災にも目を向けていきたいと思うようになった。
いざという時の行動について考えるようになった。

65歳以上 奥越 変わった
今まで当たり前に暮らしていたことが、地震災害に遭われた方のニュースを見て、もの（水の使い方）（電気）
（食物等）を大切に使用したいと思うようになった。

65歳以上 奥越 変わった 行事が少し抑え気味になりました。

65歳以上 奥越 変わった 災害に備える大切さをつくづく感じました。

65歳以上 奥越 変わった 備え付けの品を再確認したり、脱出用の靴を常に玄関に備えておく（長靴や厚底のもの）

65歳以上 奥越 変わった 通常使用していた物品が店に入ってこなかった。

65歳以上 奥越 変わった 備蓄や用意しておくと便利だという品などの話題が出て、気になることは用意しようと思っている。

65歳以上 奥越 変わった
日々の暮らしに感謝し、私達がこれからどんな災害が来るかもしれないと、現実的になりました。家の中から持
ち出すには、とか、常に防災について考えるようになりました。

65歳以上 奥越 変わった 身近で起きた出来事なので、自分自身もっと自信に対して備えや知識を持とうとした。

65歳以上 福井市 変わった １日１日のくらし向きは大切にするようになった。今できることを先延ばししないように心がけている。

65歳以上 福井市 変わった いつ、私達もあのような地震が来るかと不安です。だから備えをしておきたいです。

65歳以上 福井市 変わった 今まで以上に心がけている

65歳以上 福井市 変わった 衣料販売なので、お客様の意識が低下している。

65歳以上 福井市 変わった お風呂の水をためておくようになった

65歳以上 福井市 変わった 外出時、１～２日過ごせるよう、最低限のものや貴重品を身につけるようになった。

65歳以上 福井市 変わった 気の毒で大変だろうなと思います。少しの寄付をします

65歳以上 福井市 変わった
気持ちが変わった。くらし向きはそんなに変化なしです。安いからと買うことはなくなったかもしれません。持ち
物を少なくしようと思います。

65歳以上 福井市 変わった 携帯トイレ、水を多く購入。防災用品の点検。2階にも靴を置く。防災食の期日確認。犬の避難方法を考える。

65歳以上 福井市 変わった 地震の備えをするようになった

65歳以上 福井市 変わった 地震への意識が高くなった

65歳以上 福井市 変わった
自分の住んでいる所も、あんなに強い地震ならつぶれてしまうと思うと、非常に恐ろしいことです。少しでも早く
元の生活に戻るようお祈りします。日頃の備えも考えなければと思っています。

65歳以上 福井市 変わった 住宅、家回り等に、より注意を払うようになった。必要なものと不必要なものを考えるようになった。

65歳以上 福井市 変わった 食材の備蓄を心掛けている。

65歳以上 福井市 変わった 節約

65歳以上 福井市 変わった 常に地震を意識している。防災グッズなど。

65歳以上 福井市 変わった 常にそうなったときをシミュレーションし、必要なものは何か、家族と常に話し合っています。

65歳以上 福井市 変わった どうしようもないと思うので

65歳以上 福井市 変わった
能登半島の方も普通の生活に戻りたいと思っていると思います。まずは、生活環境を整えることを大切に、なく
したものも多いけれど普通の生活に戻れるように皆様の力を借り前向きに頑張ってください。」

65歳以上 福井市 変わった 必要なものをすぐ持ち出せるように一つにまとめる様になった

65歳以上 福井市 変わった
福井でもかなり揺れて、人生で初めての揺れでした。いざという時の準備はしてあるのですが、だんだん物が増
えて、このままでは持ち出せないなと思いました。量を減らすことは難しいものです。あれもこれも必要だし、と
考えると悩むところです。

65歳以上 福井市 変わった 防災グッズなど少しづつ揃えようとしています。

65歳以上 福井市 変わった 防災グッズの準備がなかったが、必ず備えようと思う。

65歳以上 福井市 変わった 防災グッズを多少買ったため。

65歳以上 福井市 変わった 防災の意識が強くなった

65歳以上 福井市 変わった 防災用品をそろえる意識が強くなった。
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65歳以上 福井市 変わった マーケットで魚類の品目の減少

65歳以上 福井市 変わった 水・電池などを購入

65歳以上 福井市 変わった もしもの場合の備えをしたり、家族で話し合ったりするようになりました。

65歳以上 丹南 変わった 明日は我が身かもと考えてしまった。こわい。おそろしい。防災意識が高まった。

65歳以上 丹南 変わった 家の中の地震対策を強化した。防災グッズの確認、突っ張り棒を増やし倒壊防止。

65歳以上 丹南 変わった 一日一日、一分一分を大切にし、健康で残り僅かな人生を生きていこうと思う。

65歳以上 丹南 変わった
いつ自分たちも同じようになるかもしれないと意識が高まり、日々の生活に、一日一日気をつけながらの生活
になっています。

65歳以上 丹南 変わった いつどこで災害があるか分からないという危機感が強くなり、食品などの備蓄を考えるようになった。

65歳以上 丹南 変わった いつ自分の身におこるかも解らないので　常に意識するようになった

65歳以上 丹南 変わった 火災保険の保障を見直した

65歳以上 丹南 変わった 家族がお互いに連絡を密にしている。

65歳以上 丹南 変わった 災害時の話し合いとかするようになった。

65歳以上 丹南 変わった 災害に対する意識を強く持つようになった。

65歳以上 丹南 変わった 地震の怖さを知りました。これからはしっかり地震対策をしようと思いました。

65歳以上 丹南 変わった 近くで起きたから

65歳以上 丹南 変わった 近場での地震。自分たちにもいつ起こるか・・・。非常袋の点検など、家族での話し合いなど。

65歳以上 丹南 変わった ちょっとの工夫でも再利用できる

65歳以上 丹南 変わった 常に防災を意識する。

65歳以上 丹南 変わった 日常のありがたさを痛感しています

65歳以上 丹南 変わった
能登出身のため、身内が多数います。被害が大きくて悲しいです。苦しいです。少しでも、食べたつもり貯金をし
ています。一緒に前を向いて行けるように。

65歳以上 丹南 変わった 日頃から災害のことを考え、供えられるものは準備しておく

65歳以上 丹南 変わった 非常用品について考えるようになった。

65歳以上 丹南 変わった 備蓄品を増やした

65歳以上 丹南 変わった 避難グッズの点検、避難所について調べた

65歳以上 丹南 変わった 部屋から出るときはカラらず石油ストーブは消すようにしている。

65歳以上 丹南 変わった
身近での出来事で、防災も積極的に考えている。今回は水が大変だったようで、井戸水を掘ることも考えてい
る。

65歳以上 丹南 変わった 身近に災害を感じるようになった。避難経路などのチェック、防災品の備蓄などするようになった。

65歳以上 丹南 変わった
揺れが激しかった。津波警報が出て、本当に来ていたらと思うと怖い。今後の地震に備えて地区で話し合って
備えて行く必要があると思います。

65歳以上 敦賀 変わった
今までのくらしに使っていた生活用品を大切にしようと思う、むやみに新しい家電などに目を向けないようになっ
た。

65歳以上 敦賀 変わった 義援金を寄付。石川県を応援するものにできるだけ協力しようと考えている（買物など）

65歳以上 敦賀 変わった
地震が発生したときの行動や意識改革など。　住環境などの再認識（箪笥の上の落下物はないか、防災グッズ
の確認等）

65歳以上 敦賀 変わった 地震に対する意識が変わった

65歳以上 敦賀 変わった 自然災害のこわさが身近に感じられました。

65歳以上 敦賀 変わった
津波情報で地区のみんなと移動しました。もしものためにいろいろ備蓄しました。原発の近くに住んでいるの
で、原子力館の開放を会社の方へお願いしました。

65歳以上 敦賀 変わった 避難や移動について考えた

65歳以上 敦賀 変わった 防災意識がより強くなった。具体的には特にない。

65歳以上 敦賀 変わった 防災グッズは一応用意してありますが、被災したところを見たり聞いたりしていますが、荷物が増えていきます。

65歳以上 敦賀 変わった

夜中に地震が来たときのことを考えて、隣の部屋の電気を小球にして寝ている。以前は全部消して真っ暗にし
て寝ていました。枕元には靴下を置いて、ベッドの下にはスニーカーをおいて寝ています。水は玄関においてい
ます。リュックサックに必要なものを入れなければ、と思っています。マスクやスマホの充電器はかばんに入れ
てあります。

65歳以上 小浜 変わった いつ被災するか不安になり、備えを意識するようになった。地震発生時の動きについて考えることがある。

65歳以上 小浜 変わった 地震、自然災害に対する意識が高くなった。備蓄品の見直しをしている。

65歳以上 小浜 変わった
非常用の品を置くようになりました。もし地震が強いときは、２階建ての下階におらず、平屋の方にいることと、２
人で話しています。

65歳以上 小浜 変わった 水など備品を日ごろから準備するようになった

無回答 坂井 変わった
非常持ち出し袋の用意や家族での話し合いをするようになった。募金活動やボランティアの参加で少しでも支
援を続けていく。

無回答 0 変わらない 災害に向けての準備は少しはしておいた

35歳未満 坂井 変わらない 特に大きな被害はなかったから

35歳未満 奥越 変わらない 被害が大きくなかったため

35歳未満 奥越 変わらない 自分は大丈夫だと思ってしまったため

35歳未満 奥越 変わらない 身近で起きたが、少しだけ元々備えてあったので変わらない

35歳未満 福井市 変わらない 今まで通り備蓄していく

35歳未満 福井市 変わらない かわらない

35歳未満 福井市 変わらない とくになし

35歳未満 福井市 変わらない 直接的な被害を受けた訳ではないので。

35歳未満 丹南 変わらない あまり影響がなかったから

35歳未満 丹南 変わらない 生活は変わらないけど、防災意識は高まった。

35歳未満 丹南 変わらない 特に変える必要がなかったため

35歳未満 丹南 変わらない
ニュースではよく見て募金などさせてもらいました。暮らし向きについては、小さい子供たちもいるので特に変え
ていません。

35歳未満 丹南 変わらない 被害を受けてないから
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35歳未満 丹南 変わらない 欲しいものを変えていたから

35歳未満 小浜 変わらない 石川に身内などもいないので。いまいちリアルタイムで大変さを知ることもできない。

35歳未満 小浜 変わらない 今後災害に向けて準備したいと思っているが、現時点では特に変化がない

35歳未満 小浜 変わらない 地震の影響がなかったので変わりません

35歳～45歳未満 坂井 変わらない 日々の忙しさで１日１日を何とかこなしているから

35歳～45歳未満 坂井 変わらない 身近に感じる影響が無かった

35歳～45歳未満 奥越 変わらない
幸いにもライフラインや食料の購入に問題がなかったため。防災意識は以前より高まったものの、環境やくらし
向きは変わっていない。

35歳～45歳未満 奥越 変わらない なにも影響がなかったから

35歳～45歳未満 奥越 変わらない 最初は意識していたが、しばらくたつと普段と変わらない生活環境になっていた。

35歳～45歳未満 奥越 変わらない 被災者に申し訳ないくらい、不都合が生じていないから。

35歳～45歳未満 福井市 変わらない 結婚したころから常に防災意識が高く、気をつけているから。

35歳～45歳未満 福井市 変わらない 仕事や子どもたちのことは変わらずのままであるため

35歳～45歳未満 福井市 変わらない 特に生活に影響はなかっつ

35歳～45歳未満 福井市 変わらない 普段から防災備蓄については意識しているから

35歳～45歳未満 敦賀 変わらない 直接影響がなかったため

35歳～45歳未満 敦賀 変わらない 特にこれによって変えようとしていないから。

35歳～45歳未満 小浜 変わらない 災害用の備蓄は見直ししたが、何か変わったことはない。

35歳～45歳未満 小浜 変わらない 影響がなかったからこそ普段通りの生活をしていきたい

45歳～55歳未満 坂井 変わらない インフラまわりの影響を受けていないため。

45歳～55歳未満 坂井 変わらない 大きな被害がなかったため

45歳～55歳未満 坂井 変わらない 変化は感じません。募金は少しですがさせていただきました。

45歳～55歳未満 坂井 変わらない 仕事の関係から、ボランティアにも参加できず。今回は物流に影響もなかった。

45歳～55歳未満 坂井 変わらない 被災していないから。

45歳～55歳未満 奥越 変わらない 心は揺れたが、日常生活は特に影響を受けていない。

45歳～55歳未満 奥越 変わらない 親戚や友人がいないため、支援などしなくても生活できている。住んでいる地域も被害がなかったため。

45歳～55歳未満 奥越 変わらない 直接的な影響がないため

45歳～55歳未満 奥越 変わらない 地震発生以降、石川県には一度も行っていない程度

45歳～55歳未満 奥越 変わらない 普段から気をつけているから

45歳～55歳未満 福井市 変わらない 思っていてもなかなか行動に移せない

45歳～55歳未満 福井市 変わらない
変えなければいけないと思いながら行動に移していない。きっと福井はあんなに大きい地震は来ないと実際
思っているから。

45歳～55歳未満 福井市 変わらない 仕事先など特にかかわりがないため

45歳～55歳未満 福井市 変わらない 仕事もしていないから

45歳～55歳未満 福井市 変わらない どこで何が起こっても、自らの生活活動は継続していかなければいけないから。

45歳～55歳未満 福井市 変わらない 被災していないから分からないことが大きい

45歳～55歳未満 福井市 変わらない 普段の生活に感謝しながら一日一日を大切に過ごすことを心掛けている。

45歳～55歳未満 福井市 変わらない 身近に影響がほとんどなかったから

45歳～55歳未満 福井市 変わらない 直接の影響がなかった

45歳～55歳未満 福井市 変わらない 非常常備してるものを維持している

45歳～55歳未満 福井市 変わらない 隣の件の災害ではあったが、身近に被災者でも居ない限り、自分の環境は特に変わらないから。

45歳～55歳未満 丹南 変わらない 地震直後は非常持ち出し袋のチェックをしましたが、日にちが過ぎると日常生活に戻り、変わらない。

45歳～55歳未満 丹南 変わらない
生活で精いっぱいで、ゆっくり話し合い考える時間を作っていない。防災グッズや持ち出すものなど、日常会話
では話するが、行動には移っていない。

45歳～55歳未満 丹南 変わらない できる範囲の支援をし、復興を祈るのみです。

45歳～55歳未満 丹南 変わらない 特に変化がなかったので

45歳～55歳未満 丹南 変わらない
防災グッズとかそろえた方が良いかなっては思ったけど、購入するのにも家族分って思うと金額が気になって
結局なにもしてないから。

45歳～55歳未満 敦賀 変わらない そこまでの影響がなかったため。

45歳～55歳未満 敦賀 変わらない 何も対策していないから

45歳～55歳未満 敦賀 変わらない 普段の生活がいかに大事かは痛感できた。くらし向きは変わらない。

45歳～55歳未満 敦賀 変わらない 影響がなかったから

45歳～55歳未満 小浜 変わらない 行動に移せていない

55歳～65歳未満 坂井 変わらない いつもと同じだから変わりようがない

55歳～65歳未満 坂井 変わらない 大きな被害はなかったため。

55歳～65歳未満 坂井 変わらない 地震による影響はほとんどなかったため

55歳～65歳未満 坂井 変わらない
地震の被害がなかった。元々のととの交流がなかったので、生活に変化はないが、ボランティアなどには参加
したいと考えている。

55歳～65歳未満 坂井 変わらない 自宅、勤務先に被害がなかったため

55歳～65歳未満 坂井 変わらない 自宅や知り合いに被害がなかったので。生活環境やくらし向きは変わっていない。

55歳～65歳未満 坂井 変わらない それなりに準備もしてあるから、特に変わらない。

55歳～65歳未満 坂井 変わらない 生活に直接関わるような被害がなかったので。 ただ、災害に備えなければという意識は強まりました。

55歳～65歳未満 坂井 変わらない 特に影響をうけなかった

55歳～65歳未満 奥越 変わらない コロナの時は仕事がなく休む日があったが、今回の地震では仕事への影響はあまりなかった。

55歳～65歳未満 奥越 変わらない 被害がなかったから
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55歳～65歳未満 奥越 変わらない 身近に感じていないので

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 石川の方々は大変だったと思うが、今生活している所は何ら変化がなく、やはり他人事になってしまっている。

55歳～65歳未満 福井市 変わらない
現地の方には何が必要なのか、支援の方法を伝えてもらえたら行動しやすい。私達はいつもと同じでいられる
ことに感謝したい。

55歳～65歳未満 福井市 変わらない こちらはほとんど影響なかったので

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 今回は大きな影響を受けなかったため

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 地震の影響を受けていないから

55歳～65歳未満 福井市 変わらない
地震の怖さは実感したものの、日々の生活に追われて対策まで手が回らない。これから徐々に備えていきた
い。

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 直接の被害がなかったため

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 直接被害がなかったから

55歳～65歳未満 福井市 変わらない でも、ポータブル電源を考えている

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 特に何もしていないから普段通りの生活

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 被害を受けなかったから

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 被災しなかったから。また、被災された地域、人々との直接の関係がないため

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 備蓄品を少しそろえた方がいいかな？とは思いました。でも、まだ何もしていません。

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 不安はあるが特別には

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 防災意識は高まったが、仕事、生活面で石川県との関連性が小さいため。

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 若くないので、なるようにしかならないと思います。

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 直接的に関係が無いから

55歳～65歳未満 福井市 変わらない 被害がなかったため。

55歳～65歳未満 丹南 変わらない 生活に大きな影響がなかったから。

55歳～65歳未満 丹南 変わらない
他人事のようで申し訳ないのですが、特に変わりませんが、能登の商品を買い物に取り入れること、ニュースで
今だ地震を受けて大変な思いをしていることなどの情報を取り入れることくらいです。

55歳～65歳未満 丹南 変わらない 普段から関わりがないから

55歳～65歳未満 丹南 変わらない まだ行動に移せない

55歳～65歳未満 丹南 変わらない 意識はしていますが、具体的には変わってない

55歳～65歳未満 丹南 変わらない 幸いにも被災者が身近にいなかったので。

55歳～65歳未満 丹南 変わらない 地震によって、特に被害はなかったため。

55歳～65歳未満 敦賀 変わらない 家族みんなをまとめるのは大変だと思った。

55歳～65歳未満 敦賀 変わらない 自分にとっては何も変化がないため

55歳～65歳未満 敦賀 変わらない まだ心のどこかで、自分の地域は大丈夫！という考えがあり、あまり準備が出来ていない。

55歳～65歳未満 敦賀 変わらない 生活は今までとかわらない。

55歳～65歳未満 敦賀 変わらない
福井県嶺南で被害はなく通常通りに生活にはできていること。地震が発生した直後はかなり意識は高くはなっ
たように思います。

55歳～65歳未満 敦賀 変わらない 変えようがないからです。

55歳～65歳未満 小浜 変わらない
食品や医療費、ガソリンなど急激に値上がりすることはないから。ただ、被災された方は本当に気の毒で、早く
元の生活になることを祈ります。

55歳～65歳未満 小浜 変わらない 直接、被害なし。親戚や知り合いも被災しなかった。

65歳以上 坂井 変わらない 今を生きる、それだけです。

65歳以上 坂井 変わらない 寄付（お金）をすることくらいしか変わらなかった

65歳以上 坂井 変わらない
仕事や生活に関わりがほとんどなかったから。ただし、持ち家の耐久性という点で、将来今回のような大地震が
身近に起きたら、インフラも含め、生活は成り立たないだろうと、他人事ではない不安は残っている。

65歳以上 坂井 変わらない 生活字体は変わらない。しかし、防災準備物は気になるようになる。

65歳以上 坂井 変わらない そんなに影響がなかったから

65歳以上 坂井 変わらない
直接、個人的には変わらないけれど、改めて、いつ何時、どこで、明日は我が身の思いを強く感じ、準備できる
ことはする。どのように避難するかを考えた。

65歳以上 坂井 変わらない 被害はなかったので変わっていないが、防災についての意識は強く感じるようになった。

65歳以上 坂井 変わらない 日頃から少しですが心がけていたから

65歳以上 奥越 変わらない 自分の地域は影響がなかったので変わらず

65歳以上 奥越 変わらない 直接的な被害はなかったから

65歳以上 奥越 変わらない
特に変わっていないが、家を建てるとき、デザインよりも地震に強い家を建てる必要があると考えるようになっ
た。

65歳以上 奥越 変わらない
被害がなかったから他人事のように思ってしまっている。寄付はしたが、国としての動きが遅く、大変だなと同情
している。

65歳以上 奥越 変わらない 防災に対する意識は高まったが、具体的には何もしていない。

65歳以上 福井市 変わらない 明日は我が身かなあ

65歳以上 福井市 変わらない 今は体調も悪く、何もやる気がない状態。

65歳以上 福井市 変わらない 替えなければならないのだろうが、なかなか行動が伴わない。

65歳以上 福井市 変わらない
変わらなくてはいけないと思っているが、行動が伴わない。少しづつでも災害への備えをしなくては・・・と思って
いる。

65歳以上 福井市 変わらない 金銭的支援は行いましたがボランティア等は行っていないため。

65歳以上 福井市 変わらない 地震の直接的影響がなかったため

65歳以上 福井市 変わらない
地震への備えはある程度しているが（地震に強い家屋にしている）、実際に発生した場合はその場で対応する
しかなく、町内住民の協力が必要と思っている。

65歳以上 福井市 変わらない
自分だったらどうしたらよいが？考えているが実行していることはない。もう少し具体的な話など、また、避難の
方法、持ち物などについて聞きたい。



7/7

能登半島地震を受けての生活環境やくらし向きの変化について

年代 地域
生活環境
やくらし向
きの変化

記述

65歳以上 福井市 変わらない 十分ではないが、生活必需品をそろえるようにした。ストックするように

65歳以上 福井市 変わらない 贅沢はしない　今の生活を維持（なるべく手作りで楽しむ）

65歳以上 福井市 変わらない 建物に被害がなかったから

65歳以上 福井市 変わらない 直接影響を受けていないから。でも身近に感じる実感はある。

65歳以上 福井市 変わらない 直接的に影響を受けない

65歳以上 福井市 変わらない
直接被害は受けていないので。被災地の人は大変だと思うが、私の生活そのものは変わらない。防災意識を
強めてもまた冷めてしまう。

65歳以上 福井市 変わらない
テレビを見ていて、能登の皆さん大変だと思う、せめて義援金を振り込みました、すると気分が少し楽にテレビ
を見れるようになった。

65歳以上 福井市 変わらない どこにいてもいつ起こるかわからない。いつも少しは避難準備はしている。

65歳以上 福井市 変わらない なるべく節約したり防災の品を置いたり、もしもの事をなるべく考えるようにしている。

65歳以上 福井市 変わらない 日々の暮らしは変わっていないと思う。

65歳以上 福井市 変わらない 防災品の見直しを近々したい。

65歳以上 福井市 変わらない 身近に被災した方がおられなかったため。

65歳以上 福井市 変わらない
身近に被害に合われた方に接してない。しかし、隣接の県なので、恐怖感は残ります。自然災害への備えは少
しずつですが、実行中です。

65歳以上 福井市 変わらない 身近に被災した方もいないため、変化はありません。

65歳以上 福井市 変わらない 地震により自分の生活が変化することは無かったので。

65歳以上 丹南 変わらない あきらめ

65歳以上 丹南 変わらない 以前から災害を気にかけている。

65歳以上 丹南 変わらない いつも通りに暮らせているので

65歳以上 丹南 変わらない いろいろ考えることは多くなりましたが　生活面での特別な変化はないです

65歳以上 丹南 変わらない 変わらないけど、何もできない私ですが、募金をさせてもらい、助け合わなければいけないと思います。

65歳以上 丹南 変わらない 災害に備えなくては、と思いながらも変わっていない

65歳以上 丹南 変わらない 地震の影響がなかったから

65歳以上 丹南 変わらない 自分自身に降りかかっていないから分からないです

65歳以上 丹南 変わらない 自分たちのことで精いっぱいです。

65歳以上 丹南 変わらない
自分も親戚も被害を受けていない。寄付活動は以前から定期的に行っているし、今後も童謡に続けていきたい
と考えている。

65歳以上 丹南 変わらない
生活は変わらないが、心の用心にはなった。避難用具を用意したりしなくては、と思い、懐中電灯の電池の確
認をした。

65歳以上 丹南 変わらない 近くに海や山などがないため余り深刻になれなくて、何か他人事のように感じてしまう。

65歳以上 丹南 変わらない
何か能登の人に向けてしたいと思う気持ちはあるが、なかなか見つからなくて、防災に対する意識は強まったと
思うが、生活はあまり変わっていないと思う。

65歳以上 丹南 変わらない 年金生活のため、畑をしながら贅沢をしないように暮らしている。

65歳以上 丹南 変わらない 能登の方に縁がなく、能登の物ではいけないというこだわりの物がないから。

65歳以上 丹南 変わらない 何かをしようと思っても 実際に何をすればいいかわからない

65歳以上 丹南 変わらない 寄付した以外は変わらない

65歳以上 敦賀 変わらない
以前から少しの水や食糧を備蓄しているが、ガソリンを1/3くらいになると補充するようにしている。最低限のこ
としかできない。

65歳以上 敦賀 変わらない 影響がなかったから

65歳以上 敦賀 変わらない
地震直後はいろいろと考えて行動したと思いますが、時間が過ぎるとともに忘れることが多く、いい加減になり
ます。

65歳以上 敦賀 変わらない 特に変えようということが思いつきません。

65歳以上 敦賀 変わらない 日頃から準備はしている。

65歳以上 敦賀 変わらない 備蓄品は準備していたから

65歳以上 敦賀 変わらない 我々の地域ではないから。でも、災害に対してより身近な用意をするべきだと思った。

65歳以上 小浜 変わらない あまり意識して生活していません

65歳以上 小浜 変わらない 色々な思い、しなければならないこと、大いにあるが、実際にはできないのが現実である。

65歳以上 小浜 変わらない おかげ様で直接の被害がなかったため

65歳以上 小浜 変わらない 地震の影響がなかったため

65歳以上 小浜 変わらない 何をすればよいか分からない

65歳以上 福井市 無回答 気の毒には思うが何もできない


